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農林水産省

写真説明 美幌峠の日の出

(株)未来ファーム（北見市端野町）

株式会社未来ファームは、平成29年から農
地所有適格法人化し畜産業を営んでいます。
平成23年8月に中野克巳氏現社長が個人
事業として総合化事業計画「育成・肥育一貫
経営による自社ブランド和牛の確立と生産・
販売事業」の認定を受け、肉牛事業を順調に
拡大してきました。
新たな事業展開として、「自社生産ぶどうを
使用したワインの製造・販売」に取り組むこと
とし、平成27年から醸造用ぶどうの栽培を始
め、平成30年11月30日に総合化事業計画が
認定されました。
北見地域拠点は、平成30年12月12日、株式
会社未来ファームに対し、六次産業化・地産
地消法に基づく総合化事業計画の認定証の
交付を行いました。

GFP(ジー・エフ・ピー)とは、 Global Farmers / Fishermen / Foresters / Food Manufacturers Project の略
称であり、農林水産省が推進する日本の農林水産物の輸出プロジェクトです。ロゴは、古典柄である「青
海波」の中に、富士山と日の丸が描かれており、日本の誇る農林水産物が広く海外へと輸出されていく様
を表現しています。

意欲ある方は、このコミュニティにぜひ参加して第一歩を踏み出しませんか。農林水産省が全力でサ
ポートします。
参加を希望する方はGFP宣言を行いメンバー登録を。 WEB:http://www.gfp1.maff.go.jp

１億人ではなく、
１００億人を見据えた
農林水産業へ。

認定証交付後、中野社長から『牛肉にはワイ
ンが合うと思ったのがきっかけ。オホーツクの自
然の中で育てたぶどうで、地域の食材を活用し
ながらファームレストランにも取り組みたい。』と
抱負を述べられました。

ぶどうの品種は、ピノ・ノワール【赤】、ミュラー
トゥルガウ【白】など合わせて７品種を栽培して
います。ワインのラベルの表示に合わせ、名称
やラベルにもこだわりたいそうです。2020年に
販売されるワインが今から楽しみです。

ぶどうの房（ﾋﾟﾉ･ﾉﾜｰﾙ）【赤】

ぶどうの房（ミュラートゥルガウ）【白】大雪連峰を望めるぶどう畑
【認定証交付式の様子】
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編集後記

内閣府及び農林水産省は、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実
現に向けて、農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことにより地域の活性化、所
得の向上に取り組んでいる優良事例を選定し、全国に発信しています。
オホーツク地域の選定地区（全国・北海道地区）をご紹介します。

新年明けましておめでとうございます。昨年は災害も多く大変な１年でしたが、今年は皆様にとって良い年とな
りますようお祈り申し上げます。私も５回目の年男！健康に気をつけて頑張ります。（還暦近いむら）

ディスカバー農山漁村（むら）の宝
（第５回）選定地区のご紹介

～ お 知 ら せ ～
農業関係者向け「消費税軽減税率制度」説明会（北見地区）の開催について

北海道農政事務所は、2019年10月の消費税率10％への引き上げに合わせて消費税軽減税率制度が実
施されることから、農業関係者に制度に関する理解を深めて頂くため、札幌国税庁から講師を招き「消費税
軽減税率制度」説明会を開催します。

開催日時：平成31年２月12日（火） 場所：北見地方合同庁舎 ２階第１共用会議室
（北見市青葉町６－８）

お申込み方法は北海道農政事務所のホームページをご覧ください。
http://www.maff.go.jp/hokkaido/press/suisin/kikaku/181219.html

特定非営利活動法人きよさと観光協会
「小さなまちの挑戦！北海道清里」

株式会社相生振興公社
「クマヤキで地域活性化！」

清里町産小麦を使用
したうどん、ラーメン、

クッキーなどのお土産
品やご当地グルメ「清
里虹色うどん」を開発。

また、自然景観を活
かしたウォーキング・ス

ノーシューツアー、サイクリングイベントを開催し、観光振
興や移住体験事業に取り組み地域の活性化に繋がって
います。

津別町道の駅の売上
が停滞するなか、他に
はないスイーツを作ろう
と「クマヤキ」を発案。

地元のイラストレー
ターが焼き型、ロゴ、
パッケージをデザイン。

かわいらしい形が都内百貨店の物産展で評判となり、
ＳＮＳやテレビ放映でさらに拡散、道の駅の来場者が
増加し１日2千個を売り上げる人気商品となっています。

《北海道地区》

《全国》
農業生産法人株式会社神門

「新品種で町興し！韃靼そばが雄武を変える！」
株式会社神門は、雄武町で耕作
放棄地を再生し、消費者の健康志
向に対応した韃靼そばを栽培して
います。自社製粉貯蔵施設も整備
し、乾麺の製造を開始。乾麺の製
造のほか、地元特産の鮭節と利
尻昆布を使っためんつゆなども開
発、販売しています。
スマート農業、ほ場整備による
区画の大型化により、新卒者の新
規採用も実現し、所得の安定を後
押ししています。

選定授与式・交流会にて
【（株）神門様より写真提供】


